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を分析に用いた。大人と子どもの相互作用について、 2 歳児グループ、 3 歳児グループに分け、縦断的方法と横断的
方法で約 1 年、 2 歳、 3 歳男児と女児それぞれ 5 名ずつ、計20名とその母親20名、父親13名との会話を収集した。収
集したデータは、一家庭につき一回約90分の計 6 回、総計約180時間である o 子ども同士の相互作用については、縦











1 )直接指示、 2 )丁寧表現、 3) 禁止、 4 )義務、 5 )陳述、 6 )指示、 7 )慣例的表現指示
間接的指示ストラテジー:
1 )提案、 2 )希望、 3 )優先、 4) 質問(意志確認、依頼、示唆的質問、確認、修辞的質問、可能) 5) 許可、
6 )感情移入、 7 )帰属的指示、 8) 暗示、 9 )批判、 10) 理由つn:t、 11) 条件提示、 12) 警告








2 歳男児の母親は、 3 歳男児の母親に比べ、丁寧表現を多く使用していた。母親と女児は、ごっこ遊びにおいて、想
像のストーリーを作り上げ、ごっこのフレームトークを用いて間接的に指示を行っているのが見られた。
次に、男児・女児が、大人に対してどのように指示ストラテジーを用いているのか、 2 歳 4 ヶ月、 2 歳10 ヶ月、 3
歳 4 ヶ月と月齢別に量的側面から分析した。その結果、 2 歳 4 ヶ月では、指示ストラテジーの使用に性差はみられな
かった。しかし、 2 歳10 ヶ月、 3 歳 4 ヶ月になると、男児は直接的指示ストラテジーを、女児は間接的指示ストラテ
ジーを母親に対して多く用いる傾向が顕著にみられるようになった( 2 歳10 ヶ月: t=2.3612 , p-value=0.02515、 3





児は直接的指示ストラテジーを、女児は間接的指示ストラテジーを多用する傾向が顕著に見られた (S 幼稚園: t= 








手双方のアジェンダを追求する双方向性談話ストラテジーの分類 (Sheldon and Johnson : 1998) に基づき、男児・
女児がどのように対人関係を築いてゆくかを考察した。量的な分析結果として、男児は、一方向性談話ストラテジー








































く必要があろう。とは L、ぇ、本論文の優れた成果が損なわれるわけではな~ '0 本審査委員会は本論文を博士(言語文
化学)の学位を授与するに十分な価値を有するものと認定する。
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